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   We report here a case of post-biopsy arterio-venous fistula in a renal allograft which was success-
fully embolized. Percutaneous needle biopsy of renal allograft is performed when the cause of 
deteriorating renal function is clinically difficult to diagnose, and the pathological diagnosis obtain-
ed by it determines the therapy. An easy and safe biopsy encourages the clinician, but some 
complications occur after the procedure. Arterio-venous fistula is one of the complications after 
percutaneous needle biopsy of renal allograft. Color-coded ultrasonography is effective to find it, 
and transarterial  embolization should be tried first to treat it. 
                                               (Acta Urol. Jpn. 41: 213-217, 1995)








り治療 しえた1例 を経験 したので報告する.
症 例
患者=42歳,男性
主 訴 診腎 移 植 希 望
既 往 歴 ・家族 歴:特 記 す べ き ご とな し
現病 歴:20歳 頃 よ り蛋 白尿 を指 摘 され て いた が,放
置 して い た.1992年10月8日(41歳)糸 球体 腎 炎 に よ
る慢 性 腎 不 全 のた め,血 液透 析 導 入.1993年10月29日
に母 を ドナ ー とす る生 体 腎移 植 術 を 目的 と して 当科 に
入 院 した.
入 院 時 現 症=身 長162cm,体重52.5kg,血圧164!
88mmHg,胸 腹 部 身 体所 見 に異 常 を認 めず.左 手 に
内 シ ャ ン トを 認 め た.
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×104/mm3と慢 性腎 不 全 に よ る 貧 血 を認 め る以 外 異
常 な し 生 化学 で はCRPO.3mg/dl,TP7.29/dl,
Alb4.19/dl,BUN74mg/dl,CrI2。2mg/d1,ALP
81mU/ml,LDH226mU/m1と 慢 性腎 不 全 に よ る
所見 以外 異 常 な し.止 血 機 能 で は 出血 時 間4分,PT
84%,APTT34secと異 常'なし.
入 院後 経 過(Fig・1)=母を ドナ ー と して1993年lI
月8日 生体 腎 移 植術 を施 行 した.術 後 免 疫 抑 制 は サ イ
ク ロス ポ リン,ミ ゾ リビ ン,プ レ ドニ ゾ ロ ン,ALG
の4剤 併 用 療 法 を行 った 。 術 後9日 目に 血 清 ク レア チ
ニ ン値 上 昇 が認 め られ ,ス テ ロイ ドパ ル ス療 法,OK-
T3療 法 を施 行 術 後14日目にサ イ クロス ポ リン血 中
濃 度 が 高 値 を示 して い た た め急 性 拒 絶 反応 とサ イ クロ
ス ポ リ ンに よ る 薬 物 毒性 の鑑 別 の た め に16-guage
Biopty針にて 超 音波 ガ イ ド下 に 移 植 腎 の経 皮 的 針 生
検 術 を2ヵ 所施 行 した.生 検 後6分 間圧 迫 止 血 し血腫
のな い こ とを確 認 した 後4時 間 砂 嚢lkgに て 穿 刺 部
を圧 迫,12時 間安 静 と した.生 検 直 後 の超 音 波 で は 腎



















術後6日 目には血清 クレアチニン値 はL8mg!d1に
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Table1.ReportedrateofA-V丘stulaafterpercutaneous
needleb三〇psiesofrenalallografts









































まで 下 降 し た.塞 栓術 後 の99mTc-DTPA腎 シ ソチ
グ ラ ムでは 生検 前 の腎 シ ンチ グ ラム と比 較 して(Fig.
4,1eft),塞栓 部末 梢 に 取 り込 み の 欠 落 はわ ず か で あ
った(Fig.4,right).クレアチ ニ ソ ク リア ラ ンスは 塞
栓術 前 後 で 比較 して54ml/minか ら52ml/minと




















































































で あ る と考 え られ た.
当科 では1986年2月よ り1993年12月ま で222例の移
植腎 針生 検 術 を 経験 してい るが,そ の うち134例は15-
guagcSure・Cut針,29例は18-gaugeBiopty針,
38例は16-gaugeBiopty針を用 い た.一 部 の 症 例 に
は そ の 他 の生 検 針 を用 いた.生 検 に よ りえ られ る検体
には 糸 球体,間 質,血 管が 十 分 含 まれ て い る必 要 が あ
るが,以 前 に用 いて い た18-gaugeBiopty針で は十
分な検体がえられないことがあった.現在われわれは
確i実に検体採取でき,かつ15-gaugeSure-Cut針と
同様に病理組織診断に十分 な検体量 をえ られ る16-
gaugeBiOpsy針を用いて生検を行っている.また,









閉,鶏 、 鷲 炉Ψ 死 ・』∴ で・∴
膨't鋸 迄 驚r二 .,.∴'∴ ・転・
麦 騰 選 ㌻・匹 撃…
　レ 　
弘{繕!:・ ・』.・一 「 ∴コ
　し の
纏 な麺 磁薮 ・、4・'、t..・.・`、 ・1.=,ご 一.一 、.一,.』「_ゆ_..・.
Fig.4.99徊Tc-DTPAscintigrambefore(1eft)andafter(r三ght)
embolization.
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